
 

 

 

 

１. 協議会が目指す地域公共交通の将来像 

公共交通の将来像 

【地域特性】 

人口：79,339人（令和 6年 12月末現在） 

面積：85.13平方キロメートル 

合併状況：平成 19年３月に木津町、加茂町、山城町が合併、「木津川市」が発足 

高齢化率：25.2% 

・京都府南部の山城地域に位置。京都・大阪の中心部から約 30キロメートル圏内 

・JR線（3線）と近鉄線（1線）が走る鉄道の要衝地であるとともに、京奈和自動車道、

国道 24号・163号（広域幹線道路）が南北と東西に縦断する道路の要衝地 

・学研地区の開発などを背景とする人口流入により人口増加を続けているが、地域によ

っては高齢化の進展や人口減少が続くなど、人口の地域偏在がある。 

 

【第二次木津川市地域公共交通網形成計画】 

 市内における地域公共交通の活性化と連携・活力と魅力あるまちづくりを推進し、地

域特性はもとより環境負荷の軽減、地域活性化、交通弱者等が安心安全に移動できる生

活環境の確保等に配慮した地域公共交通サービスの充実を図っていく。 

 

１.基本方針 

①地域や社会情勢に応じて、持続可能な公共交通体系の充実に取り組むことで、活力

と魅力ある地域づくりを支援する  

② 鉄道・バス・タクシー等が連携し、公共交通分担率や満足度が高い公共交通利用

環境づくりに取り組む 

２.計画の区域 

木津川市内全域 

３．計画期間 

令和２年４月から令和７年３月まで５年間 

４．計画目標 

 市内における公共交通利用者数 14,000,000人（令和 6年度） 

 コミュニティバスの年間利用者数 270,000人（令和 6年度） 

 市民アンケートにおける公共交通満足度 3.00点 

  

公共交通ネットワークのイメージ図 

※別添で添付して下さい。 

 

木津川市地域公共交通総合連携協議会（ネットワーク全体の評価） 

近畿様式 
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２. 目標設定及びその達成状況の評価に関する事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画及び事業が効果的・効率的に進捗しているかという観点から定期的な評価を行う。 

 

【実施方針】 

○計画記載事業の評価については、より短期的・定期的に実施すべきとの視点から、年

度終了時に評価を実施する。計画の評価については、計画期間終了時に実施する。 

○可能な限り定量的に評価を実施することが重要であるが、実績や収支等といった指

標値を通して事業の可否を判断することが目的ではなく、定性的な評価（市民や利

用者の価値観等）や外部効果等も総合的に判断し、計画全体の進捗を図ることを目

的とする。 

○事業が効果的・効率的に実施されておらず、計画目標の達成を阻害している場合に

は、事業の実施方法を見直し、改善を行う。 

○事業が十分に効果的・効率的に実施されているにも関わらず、計画目標が達成され

ていない場合には、事業内容が本計画の目標に照らして適切でない可能性もあるた

め、必要に応じて、事業内容の見直しを行う 
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【実施事業】 
 

基本方針１ 地域や社会情勢に応じて、持続可能な公共交通体系の充実に取り

組むことで、活力と魅力ある地域づくりを支援する 

 

施策１－１ 鉄道・路線バス・タクシーの維持・活性化 

市内の各地域及び市外の都市間を結ぶ移動手段として重要な役割を果たしている鉄

道・路線バス・タクシーについて、現在の路線や運行本数等を維持しつつ、より利便性

の高い運行を検討します。 

取り組み 内容 実施主体 実施期間 

鉄道・路線バス・タク

シーの運行及び改善 

【※新規】 

市内において鉄道・路線バス・タクシ

ーを運行する。協議会において定期的

に交通事業者ヒアリングを実施し、利

用促進・改善施策について相互で検討

する。 

・交通事業者 

・協議会 

令和２(2020)年度 

～ 

令和６(2024)年度 

乗務員確保の支援 

【※新規】 

深刻化する乗務員不足に対応するた

め、公共交通だよりやホームページ等

を活用し、市民へ乗務員募集を呼びか

け、乗務員の確保を支援する。 

・交通事業者 

・協議会 

・木津川市 

令和３(2021)年度 

～ 

令和６(2024)年度 

 

 

施策１－２ コミュニティバスの運行 

市民の日常の移動手段として重要な役割を果たしているきのつバス・かもバス・やま

しろバスについて、持続可能な移動手段として運行事業を継続します。 

また、コミュニティバスの見直し・休廃止・新設については、「コミュニティバス等

の持続可能な運行のためのガイドライン（5.3参照）」に基づくこととします。 

取り組み 内容 実施主体 実施期間 

きのつバスの運行及

び改善 

各地域においてコミュニティバスを

運行するとともに、必要に応じて改善

を行う。 

・コミュニティバス

交通事業者 

・協議会 

・木津川市 

令和２(2020)年度 

～ 

令和６(2024)年度 

かもバスの運行及び

改善 

やましろバスの運行

及び改善 
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施策１－３ 市民意識の醸成 

行政・交通事業者とともに、市民が公共交通の維持を自分たちの現在・将来に関わる

課題としてそのあり方を考えていくことができるよう、ワークショップ＊や座談会を通

して働きかけを行うとともに、公共交通を守り育てていく人材の育成や、地域ニーズの

把握に努めます。 

取り組み 内容 実施主体 実施期間 

地域ワークショップ

＊、座談会の開催 

市民団体等へ協力を依頼しながら、公

共交通の課題や解決策を考えるワー

クショップ＊などを実施し、利用の意

識づけと主体的な参画を促す。 

・市民・団体 

・交通事業者 

・協議会 

令和２(2020)年度 

～ 

令和６(2024)年度 

公共交通標語の募

集・展開【※新規】 

市内小・中学校及び一般の方から公共

交通に係る標語を募集し、バス停留所

や横断幕、各種印刷物に掲示を行うこ

とで、公共交通への関心・理解を深め

る。 

・市民 

・協議会 

令和３(2021)年度 

令和６(2024)年度 

（３年に一度） 

バス停留所ネーミン

グライツ＊等の実施 

【※新規】 

沿線事業所の協力を得て、ネーミング

ライツ＊によるバス停留所の副名称掲

示や車内アナウンスでの事業所紹介

により、資金協力を得ることで財源を

確保する。これにより、応募事業所の

ＰＲ効果や、利用者がよりコミュニテ

ィバスを身近に感じ、愛着を持っても

らうことを促す。 

・市内事業所 

・協議会 

令和２(2020)年度 

～ 

令和６(2024)年度 

 

施策１－４ 魅力の発信 

公共交通を活用した周遊を促進するため、市外からの来訪者等に対して公共交通利

用を促す情報提供を行います。 

取り組み 内容 実施主体 実施期間 

観光施設への 

アクセスサイン充実 

公共交通を利用した回遊の促進を図

るため、市内の観光情報とバスの案内

を併せた案内板を設置する。 

また、外国人訪問客に対応するため、

外国語を併記した観光情報等をバス

停留所に掲載する。 

・交通事業者 

・協議会 

・木津川市 

令和５(2023)年度 

～ 

令和６(2024)年度 

観光路線バスと連携

したＰＲ 

奈良市内と市内観光施設を結んでい

る急行バスと連携した情報提供によ

り、市内の来訪者を増加させコミュニ

ティバスの利用促進を図る。 

・奈良交通㈱ 

・コミュニティバス

交通事業者 

・協議会 

令和５(2023)年度 

～ 

令和６(2024)年度 
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広域的な観光連携に

よる利用促進 

【※新規】 

近隣自治体、観光団体と連携し、市内

で開催されるイベント情報を市内外

へ周知するとともに、臨時バスを運行

させるなど、公共交通を活用した観光

を促進する。 

・観光団体 

・交通事業者 

・協議会 

・木津川市 

令和２(2020)年度 

～ 

令和６(2024)年度 

施策１－５ 定期的な利用実態の把握 

公共交通の利用状況に応じて適切な対応策を講じるため、公共交通の利用者数を定

期的（毎年度）に集計し、協議会に報告するとともに、モニタリング＊調査を行います。 

取り組み 内容 実施主体 実施期間 

利用動向モニタリン

グ＊の実施 

公共交通の利用者数を集計し、毎年

度、協議会に報告する。 

また、利用者数の減少が顕著な場合な

どは、モニタリング＊調査を実施する。 

・交通事業者 

・協議会 

・木津川市 

令和２(2020)年度 

～ 

令和６(2024)年度 
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基本方針２ 鉄道・バス・タクシー等が連携し、公共交通分担率＊や満足度が高

い公共交通利用環境づくりに取り組む 

施策２－１ 情報提供の充実 

総合的・横断的な公共交通に係る情報提供の充実及び市民の意識喚起を図るため、ホームペ

ージなど多くの媒体を活用し、積極的な広報に努めます。また、コミュニティバスの利便性

向上を図るため、乗継や周遊に必要な情報を提供します。 

取り組み 内容 実施主体 実施期間 

きづがわ公共交通だ

よりの発行 

タイムリーな情報（環境、新技術、高

齢者の交通事故等）を掲載した公共交

通だよりを毎月作成し、広報に折込み

全世帯に配布するほか主要な公共施

設で配架する。 

・交通事業者 

・協議会 

・木津川市 

令和２(2020)年度 

～ 

令和６(2024)年度 

時刻表（のるなび）の

作成 

わかりやすく便利な時刻表を作成し、

広報に折込み全世帯に配布するほか

主要な公共施設で配架する。 

・協議会 

令和２(2020)年度 

～ 

令和６(2024)年度 

バス停留所デザイン

の検討 

バスを利用しやすく、わかりやすい停

留所のデザインを検討する。 
・奈良交通㈱ 

・協議会 

令和５(2023)年度 

～ 

令和６(2024)年度 

交通結節点＊におけ

る情報提供の実施 

鉄道駅等の交通結節点＊において、バ

ス停留所の場所等を案内する貼り紙

や看板等を設置する。 

・交通事業者 

・協議会 

令和３(2021)年度 

～ 

令和６(2024)年度 

ホームページによる

情報提供の充実 

市や交通事業者のホームページに公

共交通を利用しやすい情報を多く掲

載し、積極的な広報に努める。 

・交通事業者 

・協議会 

・木津川市 

令和２(2020)年度 

～ 

令和６(2024)年度 

公共交通データ整備

及びＭａａＳ＊等移

動サービスの研究・

導入 

【※新規】 

時刻表・地理的情報などの公共交通デ

ータ整備や複数の交通機関を利用し

て効率的に移動ができるサービス検

討等を進める。また、学研地域及び先

進自治体における自動運転の実証運

行の情報収集に努め、必要に応じて導

入に向けた検討を行う。 

・交通事業者 

・協議会 

・木津川市 

令和６(2024)年度 
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施策２－２ 利用機会の提供 

日々の生活の中で公共交通を利用できるよう、様々なきっかけづくりを行います。利

用経験がない方に対しては体験の場を提供し、乗継や周遊を行う利用者には１日フリ

ー乗車券の案内及び販売を行います。また、スタンプラリーやおでかけマップなどを作

成し、利用する楽しみの充実を図ります。 

取り組み 内容 実施主体 実施期間 

乗り物体験学習の実

施 

市内の学校、福祉施設、高齢者団体等

と連携し、バスに乗車する体験学習

や、バス乗車時のマナーなどについて

説明し、利用の促進を図る。 

・各種団体 

・奈良交通㈱ 

・コミュニティバス

交通事業者 

・協議会 

令和２(2020)年度 

～ 

令和６(2024)年度 

１日フリー乗車券の

発行 

市内のコミュニティバスが１日乗り

放題となる１日フリー乗車券を作成

し、市内の公共施設やバス車両内など

で販売するとともに、販売協力店の拡

大を目指す。 

・コミュニティバス

交通事業者 

・協議会 

令和２(2020)年度 

～ 

令和６(2024)年度 

観光マップの作成･

スタンプラリーの実

施 

市内公共交通を利用した観光マップ

を作成するとともに、観光施設をめぐ

るスタンプラリーイベントなどを実

施する。 

・観光施設 

・交通事業者 

・協議会 

・木津川市 

令和６(2024)年度 

コミュニティバス１

日無料ｄａｙの実施 

【※新規】 

コミュニティバスが無料で利用でき

る日を設定し、普段利用しない方への

乗車機会提供・継続利用へのきっかけ

づくりを図る。 

・コミュニティバス

交通事業者 

・協議会 

令和２(2020)年度 

～ 

令和６(2024)年度 

運転免許証返納者へ

の新たなサービスの

検討 

【※新規】 

運転免許証を返納した方がスムーズ

に公共交通へ転換できるよう、１日フ

リー乗車券の交付枚数の追加や、各種

割引等について検討する。 

・交通事業者 

・協議会 

・木津川市 

令和２(2020)年度 

～ 

令和６(2024)年度 

バス・エコファミリ

ー＊への参画 

【※新規】 

環境やバスについて児童が家族と話

し合う、きっかけづくりの取り組みと

して京都府が実施している「バス・エ

コファミリー＊」へ参画する。 

・コミュニティバス

交通事業者 

・協議会 

令和２(2020)年度 

～ 

令和６(2024)年度 
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施策２－３ 乗継利便性の向上 

鉄道ダイヤを考慮した路線バスやコミュニティバスのダイヤ改正を実施し、スムー

ズな乗継環境の実現に努めます。 

取り組み 内容 実施主体 実施期間 

鉄道と路線バス、コ

ミュニティバス間の

連携・接続を考慮し

たダイヤ改正 

鉄道と路線バス、コミュニティバス間

の連携や乗継を考慮したダイヤ改正

に努める。 

・奈良交通㈱ 

・コミュニティバス

交通事業者 

・協議会 

令和２(2020)年度 

～ 

令和６(2024)年度 

 

 

施策２－４ 車両の利便性の向上 

高齢化社会の到来、高齢者ニーズの増加に対応し、高齢者や障がい者が利用しやすい

バスとする。また、きのつバス・かもバス・やましろバスそれぞれの特徴を明確にして、

利用者に愛着を持って親しんでもらえるような車両デザインを検討します。 

取り組み 内容 実施主体 実施期間 

バリアフリー車両の

導入促進 

導入可能な路線において、バリアフリ

ーに対応した新たな車両の導入を検

討する。 

・奈良交通㈱ 

・コミュニティバス

交通事業者 

・協議会 

令和５(2023)年度 

～ 

令和６(2024)年度 

コミュニティバス車

両デザインの検討 

コミュニティバスの運行車両において、

ラッピング化等を検討する。 

・コミュニティバス

交通事業者 

・協議会 

令和５(2023)年度 

～ 

令和６(2024)年度 
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３. 目標達成に向けた公共交通に関する具体的取組み内容 

（１） 取組経緯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【木津川市における地域公共交通の課題】 

・持続可能な公共交通の構築検討 

・人口偏在に対する対応、各地域の活力増進による市域全体の活性化 

・高齢者の暮らしやすい環境整備、運転免許証返納に係る支援 

・公共交通全体の利用促進、乗務員不足への対応 

・予約型乗合タクシーの予約・利用方法の更なる周知 

・観光施設でのＰＲ 

【主な協議会等開催状況】 

平成 20年５月  第１回協議会開催 

 令和元年 6月 27日 第 45回協議会  

《協議事項》令和 2年度生活交通確保維持改善計画について（承認） 

【地域間幹線系統確保維持計画・地域内フィーダー系統確保維持計画】 

       令和元年度（平成 31 年度）生活交通確保維持改善計画の変更について（承認） 

      第 2次木津川市地域公共交通網形成計画策定の概要（継続審議） 

      10月１日以降のコミュニティバス運賃について（承認） 

令和元年 8月 8日 第 46回協議会 

《協議事項》第２次木津川市地域公共交通網形成計画の策定について（継続審議） 

令和元年 10月 1日 第 47回協議会 

《協議事項》第 2次木津川市地域公共交通網形成計画 骨子案について（承認） 

      市民及び利用者調査（アンケート）について（承認） 

      コミュニティバス等の持続可能な運行のためのガイドラインについて（承認） 

令和元年 12月 25日 第 48回協議会 

 《協議事項》第２次木津川市地域公共交通網形成計画（素案）について（承認） 

 令和 2年 1月 24日 第 49回協議会 

 《協議事項》第 2次木津川市地域公共交通網形成計画（案）について（承認） 

       木津川市コミュニティバスのダイヤ改正等について（承認） 

       地域公共交通確保維持改善事業 令和元年度（平成３１年度）事業評価案について（承認） 

令和 2年 3月 第 50回協議会（書面決議） 

 《協議事項》第２次木津川市地域公共交通網形成計画（案）について（承認） 

       令和２年度予算（案）について（承認） 

 令和 2年 7月 9日 第 51回協議会 

 《協議事項》地域公共交通確保維持改善事業 生活交通確保維持改善計画（案）について（承

認） 

 令和 3年 1月 29日 第 53回協議会 

 《協議事項》地域公共交通確保維持改善事業の R2事業評価（案）について（承

認） 

       木津川市コミュニティバスのダイヤ改正等について（承認） 

令和 3年 3月 30日 第 54回協議会 

 《協議事項》路線バスとコミュニティバスの持続可能な運行について（承認） 

       令和３年度予算（案）について（承認） 

       かもバス奥畑、通学線車両の入替について（承認） 
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令和 3年 6月 30日 第 55回協議会 

 《協議事項》令和３年度補正予算第１号（案）について（承認） 

       地域公共交通確保維持改善事業 生活交通確保維持改善計画（案）について（承認） 

令和 3年 10月 26日 第 56回協議会 

 《協議事項》公共交通マップの作成について（承認） 

       公共交通の利用促進に係る標語について（承認） 

       木津川市地域公共交通総合連携協議会委員取扱規程の改正について（承認） 

令和 4年 1月 第 57回協議会（書面決議） 

 《協議事項》木津川市コミュニティバスのダイヤ改正等について（承認） 

       地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価について（承認） 

       公共交通マップについて（承認） 

       第２次木津川市地域公共交通網形成計画に定める施策の状況について（承認） 

令和 4年 3月 29日 第 58回協議会 

 《協議事項》令和４年度予算（案）について（承認） 

       第２次木津川市地域公共交通網形成計画に定める施策の状況について（承認） 

       木津高山線の再編について（継続審議） 

令和 4年 6月 29日 第 59回協議会 

 《協議事項》令和４年度補正予算第１号（案）について（承認） 

       地域公共交通確保維持改善事業 生活交通確保維持改善計画（案）について（承認） 

       木津高山線の再編について（承認） 

       地域公共交通利用促進検討分科会（案）について（承認） 

令和 4年 9月 第 60回協議会（書面決議） 

 《協議事項》市内バス無料 dayについて（承認） 

公共交通の利用促進に係る標語の活用について（承認） 

       あそびでつながるプレイフルパークにおける公共交通利用促進について（承認）  

令和 5年 1月 24日 第 61回協議会 

 《協議事項》木津川市コミュニティバスのダイヤ改正方針について（承認） 

地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価について（承認） 

自動継続型金額式 IC カード定期券「CI-CA plus」のコミュニティバスへの適用について（承認）  

令和 5年 3月 23日 第 62回協議会 

 《協議事項》令和５年度予算（案）について（承認） 

第２次木津川市地域公共交通網形成計画に定める施策の状況について（承認） 

木津川市地域公共交通計画の策定について（承認） 

令和 5年 6月 29日 第 63回協議会 

 《協議事項》令和５年度補正予算第１号（案）について 

地域公共交通確保維持改善事業 生活交通確保維持改善計画（案）について（承認） 

きのつバス（木－２）の運行状況について（承認） 

木津川市地域公共交通計画の策定について（承認） 

コミュニティバス等新規路線導入検討申請について（差戻） 

令和 5年 11月 9日 第 64回協議会 

 《協議事項》奈良交通路線バスの再編について（承認） 

木津川市地域公共交通計画の策定について（承認） 
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（２） 目標を達成するために行う事業・実施主体・事業概要等 

 

 

地域公共交通確保維持改善事業 

事業 実施主体 着手・実施期間 種別 事業概要 

地域間幹線系統確

保維持費国庫補助

金 

木津川市 R5.10～ 

R6.9 

幹 きのつバス（木－１、木－２、木－

３）の運行 

地域内フィーダー

系統確保維持費補

助金 

木津川市 R5.10～ 

R6.9 

フ かもバス（当尾線・奥畑線・通学

線・山田線・大畑線・観音寺線・南

加茂台線・西線・銭司線）、やまし

ろバス（山城線）の運行 

【種別】幹：地域間幹線系統、フ：地域内フィーダー系統、策：計画策定事業、推：計画推進事業 

    再策：再編計画策定事業、再推：再編計画推進事業 

 

その他補助事業 

事業 実施主体 着手・実施期間 事業概要 

該当なし    

 

 

 

 

補助対象事業 

令和 6年 1月 26日 第 65回協議会 

 《協議事項》木津川市コミュニティバスのダイヤ改正方針について（承認） 

地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価について（承認） 

木津川市地域公共交通計画の中間案について（承認） 

令和 6年 3月 19日 第 66回協議会 

 《協議事項》令和 6年度予算（案）について（承認） 

木津川市地域公共交通計画（案）について（承認） 

令和 6年 6月 26日 第 67回協議会 

 《協議事項》令和 6年度補正予算第 1号（案）について（承認） 

路線バス加茂線の運行について（承認） 

木津川市地域公共交通計画の変更について（承認） 

地域公共交通確保維持改善事業 生活交通確保維持改善計画（案）について（承認）  

 令和 6年 11月 26日 第 68回協議会 

 《報告事項》令和６年度木津川市コミュニティバスの利用状況について 

令和６年度路線バス加茂線の利用状況について 

令和６年度共創・MaaS モデル実証プロジェクト（モビリティ人材育成事業） 

 の実績報告について 
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事業 実施主体 着手・実施期間 事業概要 

木津川市コミュニ

ティバス 

木津川市 H20.11～ やましろバス（神童子線）の運行 

 

 

（３） 生産性向上の視点から取り組んだ事業 

※「（２）目標を達成するために行う事業・実施主体・事業概要等」のうち、生産性

向上を目指して取り組んだ事業について、その内容を記入して下さい。 

※上記以外の事業においても、該当する事業・取組等があれば、その内容を記入して

下さい。 

事業 取組内容 効果目標 

観光利用促進の

検討 

社寺秘宝秘仏特別開扉や大仏鉄道などの市

内開催のイベントや市内観光施設、税の申告

会場へのバスによるアクセスをきづがわ公

共交通だよりや市 HPに掲載。また、団体利用

による臨時便を運行。 

観光利用者の増

加 

１日フリー乗車

券の販売 

コミュニティバスが１日乗り放題となる、フ

リー乗車券を作成し、公共施設、協力店舗、

バス車内にて販売。 

利便性の向上 

利用者数の増加 

バス停ネーミン

グライツの実施 

市内のコミュニティバス沿線の企業・事業所

等に対し、バス停ネーミングライツ（命名権）

を募集。 

ダイヤ改正に併せ、バス停に副名称として事

業所名を掲示。 

財源の確保 

利便性の向上 

公共交通マップ

の作成 

市内鉄道、バス（路線バス・コミュニティバ

ス）・タクシーなどの路線等が一目で分かる

公共交通マップを作成。 

利便性の向上 

利用者数の増加 

 

 

 

 

 

 

 

非補助事業 
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４. 具体的取組に対する評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○生活交通確保維持改善計画【地域間幹線統確保維持計画】 

（１）事業の目標 

本協議会で策定した、「コミュニティバス等の持続可能な運行のためのガイドラ

イン」に定める、運行継続条件の数値を確保することを基本に、前々年度以上の利

用者数を目標とする。 

【ガイドラインに定めている運行継続条件】 

利用者数が１便あたり 1.25人以上とする。 

【前々年度の利用者数】 

3路線合計 197,174人（令和 3年 10月～令和 4年 9月） 

（２）取組みに対する評価 

 きのつバス梅谷高の原線   １便あたり 15.72人 

 きのつバス鹿背山高の原線  １便あたり  6.50人 

 きのつバス木津川台高の原線 １便あたり 13.03人 

 ３路線合計の利用者数 240,401人（前々年度増減数 ＋43,227人） 

 

木津川市コミュニティバス「きのつバス（梅谷高の原線・鹿背山高の原線・木津川

台高の原線）」の運行を計画どおり実施し、通院や買い物、公共施設への移動、鉄道

駅へのアクセス手段として地域住民に必要不可欠な公共交通を確保した。 

コミュニティバスの持続可能な運行のためのガイドラインに定める運行条件と、計

画の目標値である「年間利用者数 197,174人」とも達成した。 

 第２次木津川市地域公共交通網形成計画策定におけるアンケートでは、利用回数

が減少した理由として、「利用しづらい・不便になった」「バスを使う用事が減った」

が大きな割合を占めていたとこから、運行事業者とともに利用しやすいバスの運行

ダイヤを検討するとともに、バスを利用するきっかけづくりの創設が必要である。 

 

 

○第２次木津川市地域公共交通網形成計画 

【施策１－１ 鉄道・路線バス・タクシーの維持・活性化】 

 木津川市地域公共交通総合連携協議会にて、各事業者との情報共有を定期的に行

った。 

【施策１－２ コミュニティバスの運行】 

木津川市コミュニティバスの運行を継続したことで、交通空白地の解消、地域住

民の移動手段を確保した。 

【施設１－３ 市民意識の醸成】 

 財源の確保及び住民に愛着を持ってもらう事も目的にバス停留所ネーミングライ

ツ事業を実施し、３事業者より協力を得られた。 
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【施策１－４ 魅力の発信】 

 外国人訪問客に対応するため、訪問客の多い当尾線発着バス停の加茂駅に英語表

記の時刻表を掲載した。 

【施策１－５ 定期的な利用実態の把握】 

 木津川市地域公共交通総合連携協議会に公共交通利用者数を報告し協議を行っ

た。 

【施策２－１ 情報提供の充実】 

 公共交通だよりを毎月発行し、利用状況や運行状況、沿線観光情報等を掲載する

など、公共交通利用の啓発や情報を発信した。また、市ホームページにコミュニテ

ィバスの情報を掲載することで、観光利用者や市外の方への情報発信を行った。 

【施策２－２ 利用機会の提供】 

 １日フリー乗車券を継続して販売することで、乗継利便性の維持、向上が図れ

た。また、乗り物体験学習を実施し、公共交通利用者の促進を図った。 

【施策２－３ 乗継利便性の向上】 

鉄道のダイヤ改正に応じて、バス事業者との協議のもと、令和６年３月にコミュ

ニティバスのダイヤ改正を予定し、鉄道との乗り換えをよりスムーズにすることに

より、利便性向上が図れた。 

 

【施策２－４ 車両の利便性の向上】 

 きのつバスについては、ノンステップ率 100％を達成した。 
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５. 自己評価から得られた課題と対応方針 

課  題 課題への対応方針 

利用者の増加について 

 

 

 

コミュニティバス全体の利用者は増加

しているが、デマンド路線においては一

部の路線が計画目標を達成することが

できなかった。 

今後も利用者の増加を目指し、児童や高

齢者に向けた乗り方教室などを実施し、

バスを利用した外出のきっかけづくり

を検討する。 
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１．昨年まで（直近）の二次評価の活用・対応状況 

昨年まで（直近）の二次 
評価における事業評価結果 

事業評価結果の反映状況 
（具体的対応内容） 

今後の対応方針 

昨年度より引き続き、市の

定める運行継続条件は満た

しており、コロナ禍前の水

準近くまで利用者の回復も

あり、収支改善されている

ことは評価できる。 

さらなる改善のため、環境

整備等の継続的な利用促進

策の検討の必要がある。 

鉄道のダイヤ改正に合わせ

て、コミュニティバスのダ

イヤ改正を検討している。

利用促進策として、親子バ

ス乗車体験や公共交通利用

促進ポスターの作成を行っ

た。 

バス利用者を増加させる

利用促進策と利用が定着

するような事業を実施し

ていく。 

１．直近の第三者評価の活用・対応状況 

２．アピールポイント、特に工夫した点など 

市内バスを利用するきっかけとなるように、公共交通利用促進ポスターを作成し、公共

施設への掲示に加え、SNSなどを通じて広く市民への周知を行った。 

コミュニティバスのダイヤについては、鉄道のダイヤ改正の度に接続性を確認し、利便

性の保持を行った。 

 

 

木津川市地域公共交通総合連携協議会（これまでの経緯） 
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